
生活支援体制づくり協議体（地域包括支援センター於呂担当圏域レベル） 

開催報告書  

１ 開催日時 令和 ６ 年 ８ 月 ２１ 日 （ 水 ） 

  １０ 時 ００ 分  ～  １２ 時 ００ 分 

２ 開催場所 浜北地域活動・研修センター 講堂 

３ 参加者  

・委員（自治会、民生委員児童委員協議会、地区社協、シニアクラブ、ＣＳＷ、地域包

括支援センター）：１１名 

・行政（高齢者福祉課、中瀬協働センター）：３名 

・地域包括支援センター於呂 ：１名 

・市社協（浜北地区センター、地域支援課）：３名 

４ 協議の内容  

１．開会 

２．会長挨拶 

３．委員紹介 

４．議事 

（１）副会長の指名 

今年度より、新たな副会長２名を選任。 

（２）令和５年度生活支援体制づくり協議体の実施内容について 

・令和４年度・５年度の於呂協議体会議の振り返り。※資料参照 

・於呂圏域協議体における移動支援に係る協議内容について説明。※資料参照 

（３）移動支援について事例報告 

①長野県須坂市旭が丘地区生活たすけ合いの会※資料参照 

課題：利用範囲や対象者の枠を広げること。サポーターを増やすこと。月２回が限度で

なくもっと利用したい、事業対象者には該当しないが利用したいなどの声がある。 

②岡山県倉敷市乙島ボランティアらんらん※資料参照 

利用料は１００円だが、５００円までの謝礼であれば受け取り可能。自動車保険は当初、

年８万円だったが、無事故割引で現在は年６万円。活動開始から７年。当初、週２回運

行だったが、ニーズが多く現在は週３回。運転ボランティアの高齢化が進んでいるため、

担い手募集に取り組んでいる。 

③御殿場市東山・二の岡生活支援お助け隊※資料参照 

「福祉車両運転者講習」を受講。互助的な活動であれば必須の講習ではないが、障害の

ある方や介護認定を受けている方の送迎も可能になるもの。報告後、紹介ＤＶＤ視聴。 



・移動支援サービス比較表※資料参照 

【事務局】今年度は、どういった形であれば移動支援が実現可能か検討し、行政へ提案

していくための素案を作成する。 

【意見】 

（委員）意見というわけではないが報告したい。７月に家事支援団体による令和５年度

の活動報告会を行った。一番の狙いは、移動支援について家事支援をやっている方々の

意見を知りたくて、１２問ほどの簡単なアンケートを行った。集計はまだできていない

が、少し紹介したい。先ほど、各地区の移動支援の事例を紹介して頂いたが、１００％

ОＫ、良い所しか聞けていない。悪い所が聞けていないと思ってしまった。アンケート

の回答を一部紹介すると、①あなたが移動に困ったら何に頼る？一位：家族、二位：タ

クシー、三位：移動支援。②あなたが移動支援に困ったときにどこにいくのが大変？一

位：通院、二位：買い物、三位：金融機関。③支援をする立場になったとき、移動支援

するなら何時間が目途？２時間以内の支援、利用は１週間前には予約してほしいという

回答だった。移送先を通院としたとき、日赤や聖隷三方原、聖隷住吉となると往復１時

間、診察待ち時間を含めて２時間以上の拘束時間となるのは大変。移動支援はタクシー

並みに使いたい。行って送るだけの支援はタクシーになるので、家事支援ではできない

２時間以上の支援だと支援者がいないと感じた。運転はいいけど、どちらかといえば、

公的な車があれば、移動支援に使える車があるといい。中には軽トラでも良いという意

見もあった。安全を担保するため、衝突安全装置、自動的にブレーキがかかる機能は必

須。ドライブレコーダーもついていないといけない。安全担保として、万が一のときに

確認するためにも必要。移動支援は将来的に必要になるという意見が大多数。運転支援

に協力できる人もたくさんいた。地区社協として全体の意見がまとまっていないが、一

歩踏み出して、どうすればいいのか社協の中でも検討していきたい。始めるのは簡単だ

が、持続可能なものができるだろうか、それが問題。もうちょっと時間がかかるかな、

というのが赤佐地区の状況。 

（委員）シニアクラブの問題は平均年齢８４歳で、高齢化が進んでいる。もう運転でき

る人は限られている。催し物は、グリーンアリーナ。車で行くとなると行ける人が限ら

れる。行く人はいいが家族が反対する。非常に苦労。仕事を７０歳くらいまでやって、

それからシニアクラブに加わることになる。尾野のむつみ会は７０代７人くらい。非常

に高齢化が進んでいる。ご紹介あった組織の代表者は誰になっているのか。浜名区全体

で支援していただかないと難しいのではないか。 

（委員）シニアクラブの会員がどんどん減っている。ご夫婦で入ってもらうとか、若い

人に入ってもらい、行事に参加してもらう。中瀬第一親和会は、７０歳代の人がやって

いるからいい方向に行けるといい。 

（委員）移動手段がない人は、いるにはいる。移動支援サービスをやるときにネックに



なるのは事故。それ以外のことについては決して悪いことはない。物理的にも精神的に

もどのようにクリアしていくか。事故のことばっかり考えていても、話が進まない。そ

ういった状況になってしまうと思うので、どこかで踏み切っていかないといけない。長

くこのような話になっていると思うので、もうそろそろ話が進んでいけるといい。 

（委員）自分の車、自分のガソリン代、ガソリン代は少し出るようになったが、責任は

自分自身。事故の問題、責任の問題になる。市の車やリース車両であれば、精神的な負

担が減る。個人の車を使うと責任は自分自身。最終的な問題は事故。運転手協力者は７

０過ぎになるため、若い協力員はいるのか、運転手の確保は可能なのか、いろいろな課

題があるが、前に進めないといけない。いい方法を考えていきたい。 

（委員）移動支援の課題に取り組むと聞いていたが、今日来るまで経緯は知らなかった

ので、まとめていただいて非常にわかりやすかった。報告を聞く中では素晴らしい取り

組み。掘り下げると課題はたくさん抱えながらの運営だと感じる。実際の地域で実施す

る場合、地域の実情も把握して、他の地区はよくやっているから、と短絡的には考えず

にやりたい。ただ、確実に高齢社会に向かっているので、今以上にニーズは高くなるこ

とは間違いない。答えを出していかないといけない。整理された報告でよくわかった。 

（委員）地域の組織としてやるのは難しいのかな。やってあげるよ、という人がどのく

らいいるのか。人を発掘するところから始めないと。事故のことはどうしても出てくる。

支援を必要とする人が何人いるのか、その辺もはっきりさせながら動かないといけな

い。アシスト赤佐で草取りなどやっているが、一人暮らしで「助けてね」と言う人が実

際いるので、力をかけていくところ。社協に依存しなら進めていくしかないかな。 

（委員）地区社協として、やる、やらない、の結論はまだ出ていない。一番良いのは、

行政のほうから本当に困っている家庭、高齢者の家にタクシー券を出すべき。アンケー

ト結果でも一番頼りになるのが、家族でありタクシー。一番行政が苦手な所だと思うが、

地区社協や民生委員は本当に顔が見えていて、必要な人はわかっているので、一つひと

つ支給するのが一番いいと思っている。タクシー券は現在廃止されているのか？ 

（地域包括支援センター）障害者手帳がある方には交付されている 

（委員）高齢者にはない。行政に期待はできない。 

（委員）コミュニティバスをやめてタクシー券にすればいい。 

（委員）行政に期待できないから、我々がやるべきなのか。 

（地域包括支援センター）以前は高齢者の方を対象に、タクシー券やナイスパスの補助

があったが、今はもうなくなった。障害者手帳を持っている人に対しては支援がある。

たまに、問い合わせを受けることがある。まだ市民の中に普及されていないと思う。第

２２回の事例「地域の活動」というのがシニアクラブ。バイクに乗れなくなり、日中一

人でさみしいので公民館に行きたいが、行けない。このケースは、元気はつらつ教室に

つながった。もし、地域で移動手段が整っていればシニアクラブも引き続き参加できた



のではないか。今年１月、６月に赤佐と中瀬で高齢者の自動車運転というテーマで講座

を行った。もし自分自身が運転できなくなった場合、これからの生活をどう考えるか、

自分の地域はコミュニティバス走っているのか、自分自身で考えてみる内容だった。ア

ンケートの中で、地域で自助のグループがあるところが羨ましい、ぜひうちの地域でも

やってほしいという声もあった。事故のリスクは当然ある。なるべく起きない、支援者

も不安を感じることなく、車両についても安心できる設備やドラレコを揃えるなど準備

して検討していく必要があると感じた。 

（委員）他人の車の方が心配。まだ、やるかやらないか結論が出ていないなら、ずっと

このまま続くのか。 

（委員）踏み出す時期なのかもしれない。始めは、試験運行などになるのではないか 

（委員）予約７日前、毎日運行となると、１０～１５人くらい支援者がいないとできな

い。持続できるか、話は別。 

（委員）家事支援員は現在６０名いるが、実際は草刈りばかりでできる人は限られる。

５年先もできる人はいるのか。 

（議長）移動支援に協力できる人がどのくらいいるかはわからない。施設はどう考える

か。 

（委員）デイサービスで送迎があるが、大きな事故、人身、長期入院が必要になったも

のは一度もない。１０年単位でみると、追突事故されることはあった。一番多いのが、

壁にぶつかるなどの事故。事故に関しては基本保険適用。物理的なものはまかなえるが、

気持ち的な部分はなかなかまかなえない。相手側の主張もあり、地域の中で悪く言われ

ることもあると思う。 

（委員）有償であれば、やる人もいるかもしれない。 

（議長）高齢者福祉課も来ているので意見があればお願いします。 

（高齢者福祉課）運転手にお金を渡すというと、プロの人に渡す形になるので、有償ボ

ランティアは５００円が上限になる。ボランティアが前提にあるので、補助を追加で付

けるとなると難しい。交通分野で新しい仕組みが必要になる。庄内のライドシェアにつ

いては、確認してまた報告させていただきたい。公用車を使えば市の責任でなんとかし

てくれるから、という発言があったが本当にそうかは確認が必要。条件によると思われ

る。 

（委員）例えば集会があるが高齢者が移動するのに大変という場合、市としてマイクロ

バスを用意して、自由に使って、ということはできないのか。 

（高齢者福祉課）市で貸し出す制度はない。 

（事務局）今回は、時間がないので次回に持ち越し。これからどのようにすれば立ち上

げていけるのか、案を作って行政に出していく。次回会議では、一つの案を提示したい。

それについて、皆さんに協議していただくようにしたいと思う。 



 

５．その他 

・委員報酬の支払い方法変更について。 

・次回は、令和６年１１月２７日（水）１０時より、中瀬協働センターにて実施予定。 

 

５ 今後の見通し・ 

  必要な対応 

 

今回の会議を含めこれまでの会議で出た意見などをもとに、移動支援の実現のために、

行政へ提案する素案を作成し、提言していく。事務局は、次回会議までに素案のたたき

台を作成する。主な課題は事故、という意見が多く聞かれたため、その不安感を少しで

も軽くするために必要なものが何か、他市町の事例なども参考にしながら検討する。 

 


